
 

試験開始の合図があるまで、問題冊子
さっし

を開かないでください。 

 

令和７年度 第９回しらかわ検定
けんてい

  

３級 問題冊子 
（問題数５０問 試験時間５０分） 

 

注意事項
じこう

 

１ 試験中は受験票、筆記用具、時計（通信機能
きのう

のないもの）及び飲み物（水筒、

ペットボトル等）以外は全てかばん等にしまってください。 

２ 携 帯
けいたい

電話はマナーモードにするか、電 源
でんげん

をお切りください。 

３ 問題冊子は、２０ページあります。印刷が不鮮明
ふせんめい

であったり、ページが不

足していたりする場合や、解 答
かいとう

用紙の汚
よご

れ等に気づいた場合は、手を挙げ

て係員にお知らせください。ただし、問題に関する質 問
しつもん

にはお答えできま

せん。 

４ 解答は、解答用紙の１から４の数字のうち、正答と思われる番号一つに丸を

付けてください。 

例えば【第１問】に対して「１」と解答する場合は、次の（例）のように解

答用紙に丸を付けてください。 

（例） 

 

 

５ 解答用紙に正しく丸が付けられていない場合や二つ以上に丸が付いている

場合は、不正解とします。 

６ 不正行為
こうい

を行った場合は、その時点で受験を取りやめ退 室
たいしつ

していただきま

す。 

７ 不明な点がある場合や、体調不良やトイレでやむを得ず席を立つ場合は、手

を挙げて係員にお知らせください。

第 1 問 1 2 3 4 
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【第１問】  

東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の後
こう

期
き

古
こ

墳
ふん

の中
なか

で、最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

を誇
ほこ

る下
しも

総
うさ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

の墳
ふん

長
ちょう

（古
こ

墳
ふん

の大
おお

き

さ）は次
つぎ

のどれですか。 

① １１．８ｍ   ②  ７１．８ｍ 

③ ２８７．２ｍ    ④  ５２５．１ｍ 

 

 

【第２問】  

  ７世
せい

紀
き

中ごろに「白河郡
しらかわぐん

」が成立
せいりつ

し、白
しら

河
かわ

郡
ぐん

の寺
じ

院
いん

が置
お

かれたのはどこですか。 

① 借
かり

宿
やど

   ② 円
えん

明
みょう

寺
じ

   ③ 飯
いい

土
ど

用
よう

   ④ 白坂
しらさか

 

 

 

【第３問】 

  白
しら

河
かわ

結
ゆう

城
き

家
け

の初
しょ

代
だい

は誰
だれ

ですか。 

① 結
ゆう

城
き

 朝光
ともみつ

       ② 結
ゆう

城
き

 政
まさ

朝
とも

   

③ 結
ゆう

城
き

 祐
すけ

広
ひろ

        ④ 結
ゆう

城
き

 義
よし

綱
つな
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【第４問】 

結
ゆう

城
き

宗
むね

広
ひろ

の子で、１３４２年に北
ほく

朝
ちょう

（足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

）側
がわ

に転
てん

じた人
じん

物
ぶつ

は誰
だれ

ですか。 

① 結
ゆう

城
き

 盛
もり

広
ひろ

      ② 結
ゆう

城
き

 重広
しげひろ

   

③ 結
ゆう

城
き

 泰
やす

親
ちか

       ④ 結
ゆう

城
き

 親
ちか

朝
とも

 

 

 

【第５問】 

次
つぎ

の（   ）にあてはまる数
すう

字
じ

はどれですか。 

寛永
かんえい

４年（１６２７）、白
しら

河
かわ

藩
はん

が（   ）万
まん

石
ごく

余
あまり

で成立
せいりつ

した。 

① ５   ② １０   ③ ２０   ④ ４０ 

 

 

【第６問】 

  小
こ

峰
みね

城
じょう

の大改
だいかい

修
しゅう

と城
じょう

下
か

町
まち

の整
せい

備
び

を行
おこな

った、初
しょ

代
だい

白河
しらかわ

藩主
はんしゅ

は誰
だれ

ですか。 

① 蒲
がも

生
う

 氏
うじ

郷
さと

      ② 上杉
うえすぎ

 景勝
かげかつ

   

③ 丹羽
に わ

 長重
ながしげ

      ④ 榊原
さかきばら

 忠次
ただつぐ
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【第７問】 

元
げん

治
じ

元
がん

年
ねん

（１８６４）３月
がつ

、旗本
はたもと

時
じ

代
だい

の活躍
かつやく

を経
へ

て、老
ろう

中
じゅう

に任
にん

じられた、白河
しらかわ

藩主
はんしゅ

は誰
だれ

ですか。 

① 松
まつ

平
だいら

（奥
おく

平
だいら

） 忠
ただ

弘
ひろ

      ② 本
ほん

多
だ

 忠
ただ

義
よし

 

③ 松平
まつだいら

（結
ゆう

城
き

） 直
なお

矩
のり

       ④ 阿部
あ べ

 正 外
まさと（う）

 

 

 

【第８問】 

文政
ぶんせい

６年（１８２３）の三方領
さんぽうりょう

知
ち

（地
ち

）替
がえ

で、松平
まつだいら

（久松
ひさまつ

）家
け

が移
い

封
ほう

とな

ったのは現在
げんざい

の何
なに

県
けん

ですか。 

① 三
み

重
え

県
けん

   ② 山
やま

形
がた

県
けん

   ③ 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

   ④ 新潟県
にいがたけん

 

 

 

【第９問】 

  白
しら

河
かわ

県
けん

が二
に

本
ほん

松
まつ

県
けん

に統
とう

合
ごう

され、さらに福島県
ふくしまけん

へと改
かい

称
しょう

されたのは何
なに

時
じ

代
だい

で

すか。 

① 江戸
え ど

    ② 明
めい

治
じ

    ③ 大
たい

正
しょう

    ④ 昭
しょう

和
わ
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【第１０問】 

明
めい

治
じ

９年（１８７６）、明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

の東北
とうほく

巡幸
じゅんこう

に合
あ

わせて「天覧産
てんらんさん

馬
ば

」が行
おこな

われた場
ば

所
しょ

はどこですか。 

① 南
なん

湖
こ

公
こう

園
えん

       ② 白河
しらかわの

関
せき

跡
あと

 

③ 白
しら

河
かわ

駅
えき

前
まえ

       ④ 小
こ

峰
みね

城
じょう

跡
あと

 

 

 

【第１１問】 

近代
きんだい

（明
めい

治
じ

～昭
しょう

和
わ

）の白河
しらかわ

の説明
せつめい

で間
ま

違
ちが

っているものはどれですか。 

① 明治
め い じ

２０年（１８８７）、黒磯
くろいそ

－郡山
こおりやま

間
かん

の鉄道
てつどう

が開
かい

通
つう

し、上
うえ

野
の

と白河
しらかわ

 

が約
やく

６時
じ

間
かん

半
はん

で結
むす

ばれた 

② 明
めい

治
じ

２０年
ねん

（１８８７）、皆
かい

既
き

日
にっ

食
しょく

の観
かん

測
そく

が小
こ

峰
みね

城
じょう

本丸
ほんまる

跡
あと

で行
おこな

わ 

れた 

③ 昭
しょう

和
わ

の初
はじ

めは金融
きんゆう

恐慌
きょうこう

があり、地
じ

元
もと

資
し

本
ほん

の４つの銀行
ぎんこう

のうち３つが 

解
かい

散
さん

に追
お

い込
こ

まれた 

④ 第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

、何
なん

度
ど

も空
くう

襲
しゅう

をうけた 
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【第１２問】 

大
たい

正
しょう

５年（１９１６）に開
かい

通
つう

した鉄
てつ

道
どう

は、白
しら

河
かわ

とどこを結
むす

んでいましたか。 

① 棚
たな

倉
ぐら

    ② 石
いし

川
かわ

    ③ 浅
あさ

川
かわ

    ④ 平
たいら

 

 

 

【第１３問】 

昭
しょう

和
わ

２４年
ねん

（１９４９）４月
がつ

、白河町
しらかわまち

と合
がっ

併
ぺい

して「白
しら

河
かわ

市
し

」となった村
むら

は 

何
なに

村
むら

ですか。 

① 大沼村
おおぬまむら

   ② 信
しの

夫
ぶ

村
むら

   ③ 釜子
かまのこ

村
むら

   ④ 金
かね

山
やま

村
むら

 

 

 

【第１４問】 

  明
めい

治
じ

２２年（１８８９）４月
がつ

、町
ちょう

村
そん

制
せい

施
し

行
こう

により「白
しら

河
かわ

町
まち

」が成立
せいりつ

した当
とう

時
じ

の人口
じんこう

は、約
やく

何
なん

人
にん

でしたか。 

① １，０００人
にん

       ② ５，０００人
にん

 

    ③ １１，０００人
にん

      ④ ３３，０００人
にん
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【第１５問】 

白
しら

河
かわ

市
し

、表
おもて

郷
ごう

村
むら

、大
たい

信
しん

村
むら

、東
ひがし

村
むら

が合
がっ

併
ぺい

した年
とし

は、何
なん

年
ねん

ですか。 

① 平
へい

成
せい

７年
ねん

（１９９５）   ② 平成
へいせい

１２年
ねん

（２０００） 

③ 平
へい

成
せい

１７年
ねん

（２００５）  ④ 平成
へいせい

２２年
ねん

（２０１０） 

 

 

【第１６問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 本
ほん

丸
まる

・二
に

之
の

丸
まる

は東北
とうほく

では珍
めずら

しい総石垣
そういしがき

造
づく

りである 

② 鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

に結
ゆう

城
き

義
よし

親
ちか

の居城
きょじょう

として築
きず

かれた 

③ 白
しら

河
かわ

藩
はん

が成立
せいりつ

するまでは、幕
ばく

府
ふ

から城
じょう

代
だい

が派
は

遣
けん

されていた 

④ 城
しろ

の南
みなみ

側
がわ

を隈
くま

戸
ど

川
がわ

が流
なが

れている 

 

 

【第１７問】 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に、白
しら

河
かわ

城
じょう

御
お

櫓
やぐら

絵
え

図
ず

を作成
さくせい

させた藩
はん

主
しゅ

は誰
だれ

ですか。 

① 結
ゆう

城
き

 氏
うじ

朝
とも

          ② 本
ほん

多
だ

  忠
ただ

平
ひら

   

③ 松
まつ

平
だいら

 定信
さだのぶ

          ④ 阿
あ

部
べ

 正
まさ

権
のり
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【第１８問】  

小
こ

峰
みね

城
じょう

三
さん

重
じゅう

櫓
やぐら

のしゃちほこの高
たか

さは約
やく

何
なん

ｍですか。 

① ０．３ｍ      ② １．２ｍ    

③ ３．６ｍ      ④ ４．８ｍ 

 

 

【第１９問】 

次の（    ）にあてはまるものはどれですか。 

小
こ

峰
みね

城
じょう

三
さん

重
じゅう

櫓
やぐら

の３階
かい

の広
ひろ

さは約
やく

（    ）ｍ四方である。 

① ２５    ② １６    ③ ９     ④ ４ 

 

 

【第２０問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 「丹
に

羽
わ

家
け

在
ざい

城
じょう

図
ず

」によって正
せい

確
かく

な立
りつ

面
めん

図
ず

が残
のこ

されている 

② ３層
そう

３階
かい

の建
たて

物
もの

であった 

③ 畳
じょう

数
すう

３，０００畳とする資
し

料
りょう

もある 

④ 御
ご

書
しょ

院
いん

では、家
か

臣
しん

を集
あつ

めた申
もう

し渡
わた

しなども行
おこな

われていたと考
かんが

えら 

  れてい
 

る 
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【第２１問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

に通
つう

じる門
もん

で、平成
へいせい

６年
ねん

（１９９４）に木造
もくぞう

で復元
ふくげん

された

門
もん

はどれですか。 

① 前
まえ

御
ご

門
もん

   ② 桜
さくら

之
の

門
もん

   ③ 会
あい

津
づ

門
もん

   ④ 太
たい

鼓
こ

門
もん

 

 

 

【第２２問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

内
ない

の石
いし

垣
がき

について、正
ただ

しいのはどれですか。 

① すべて打
うち

込
こみ

ハギ乱
らん

積
づ

みで、積
つ

まれている 

② 白
しろ

色
いろ

と赤
あか

色
いろ

の２種類
しゅるい

の大
おお

谷
や

石
いし

が使
つか

われている 

③ 本丸
ほんまる

を中心
ちゅうしん

に約
やく

５kmの長
なが

さの石垣
いしがき

が残
のこ

っている 

④ 最
もっと

も古
ふる

い年
ねん

代
だい

の石
いし

垣
がき

を、三
さん

重
じゅう

櫓
やぐら

の北側
きたがわ

で確認
かくにん

することができる 

 

 

【第２３問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

と二
に

之
の

丸
まる

をつなぐ重
じゅう

要
よう

な門
もん

で、高
たか

さ約
やく

４．５ｍの石
いし

垣
がき

の上
うえ

に

櫓
やぐら

をわたす櫓
やぐら

門
もん

の形式
けいしき

の門
もん

はどれですか。 

① 矢
や

之
の

門
もん

   ② 道場門
どうじょうもん

   ③ 清
し

水門
みずもん

   ④ 帯
おび

曲
くる

輪
わ

門
もん
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【第２４問】 

松
まつ

平定
だいらさだ

信
のぶ

が、小
こ

峰
みね

城
じょう

の三
さん

之
の

丸
まる

に造
つく

った「さんかくしえん」について、正
ただ

し

い漢
かん

字
じ

の標
ひょう

記
き

は次
つぎ

のうちどれですか。 

① 参角四苑  ② 三角四園  ③ 三郭四園  ④ 三郭四苑 

 

 

【第２５問】 

小
こ

峰
みね

城
じょう

に関
かか

わる建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

で、唯
ゆい

一
いつ

当
とう

時
じ

の面影
おもかげ

を伝
つた

えている櫓
やぐら

の名
めい

称
しょう

はどれ

ですか。 

① 多
た

門
もん

櫓
やぐら

   ② 太
たい

鼓
こ

櫓
やぐら

   ③ 雪
ゆき

見
み

櫓
やぐら

   ④ 月
つき

見
み

櫓
やぐら

 

 

 

【第２６問】 

歴
れき

代
だい

白河
しらかわ

藩
はん

主
しゅ

の家
か

紋
もん

のうち、丹羽
に わ

家
け

の家
か

紋
もん

はどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

   ① ② ③ ④ 
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【第２７問】 

歴
れき

代
だい

白河藩
しらかわはん

主
しゅ

の中
なか

で、阿部家
あ べ け

は何
なん

人
にん

の藩
はん

主
しゅ

を出
だ

しましたか。 

① １    ② ３    ③ ８    ④ ２１
 

 

 

 

【第２８問】 

次の（    ）にあてはまるものはどれですか。 

奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

いの 城
じょう

下
か

町
まち

で 商
しょう

工
こう

業
ぎょう

の 集
しゅう

積
せき

地
ち

として繁
はん

栄
えい

した天神
てんじん

町
まち

・

中町
なかまち

・本町
もとまち

・横町
よこまち

・田
た

町
まち

の五
ご

町
ちょう

は通
つう

称
しょう

（    ）五
ご

町
ちょう

と呼
よ

ばれていた。 

① 道
どう

中
ちゅう

    ② 曲
ま

がり   ③ 宿
しゅく

場
ば

    ④ 通
とお

り 

 

 

【第２９問】 

白
しら

河
かわ

の城
じょう

下
か

町
まち

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 「馬
うま

町
まち

」 ― 大
だい

名
みょう

が宿
しゅく

泊
はく

する本
ほん

陣
じん

が置
お

かれていた 

② 「八百屋
や お や

町
ちょう

」― 金
かな

物
もの

職
しょく

人
にん

がこの地
ち

に住
す

んでいたと考
かんが

えられている 

③ 「愛
あ

宕
たご

町
まち

」 ― 町
まち

の西端
せいたん

に天神
てんじん

神社
じんじゃ

がある 

④ 「中
なか

町
まち

」 ― 「高
こう

札
さつ

場
ば

」が置
お

かれていた 
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【第３０問】 

旧
きゅう

脇
わき

本陣
ほんじん

柳
やなぎ

屋
や

旅
りょ

館
かん

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 奥州
おうしゅう

街道
かいどう

沿
ぞ

いの天
てん

神
じん

町
まち

にある 

② 戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

の時に、すべて焼
しょう

失
しつ

した 

③ 明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

が、休
きゅう

憩
けい

所
じょ

・宿
しゅく

泊
はく

所
じょ

として利
り

用
よう

した 

④ 大
たい

正
しょう

期
き

に建
た

てられた 

 

 

【第３１問】 

南
なん

湖
こ

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

によって築造
ちくぞう

された 

② 士
し

民
みん

共
きょう

楽
らく

の理
り

念
ねん

をもとに造
つく

られた 

③ 明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

の即
そく

位
い

記
き

念
ねん

として造
つく

られた 

④ 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の墓
はか

がある 
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【第３２問】 

明
めい

治
じ

１６年（１８８３）に中町
なかまち

に西
にし

白
しら

河
かわ

郡
ぐん

役
やく

所
しょ

として建
た

てられ、昭
しょう

和
わ

４７年

（１９７２）に南
なん

湖
こ

公
こう

園
えん

内
ない

に一部
ぶ

移
い

転
てん

・復
ふく

元
げん

した建物
たてもの

はどれですか。 

① 明
めい

治
じ

記
き

念
ねん

館
かん

       ② 松
しょう

風
ふう

亭
てい

蘿
ら

月
げつ

庵
あん

   

③ 共
きょう

楽
らく

亭
てい

         ④ 松
しょう

楽
らく

亭
てい

 

 

 

【第３３問】 

南
なん

湖
こ

神
じん

社
じゃ

の御
ご

神
しん

木
ぼく

である、樹齢
じゅれい

約
やく

２００年
ねん

の桜
さくら

はどれですか
 

。 

① 乙
おと

女
め

桜
ざくら

  ② 結城
ゆ う き

桜
ざくら

  ③ 楽
らく

翁
おう

桜
ざくら

  ④ 乙姫
おとひめ

桜
ざくら

 

 

 

【第３４問】 

白河関
しらかわのせき

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

は考
こう

証
しょう

の結
けっ

果
か

、現在
げんざい

の旗
はた

宿
じゅく

の地
ち

が白河関
しらかわのせき

跡
あと

と断
だん

定
てい

した 

② 人
ひと

や物
ぶっ

資
し

を監
かん

視
し

する検
けん

問
もん

の役
やく

割
わり

を果
は

たすため、１０世
せい

紀
き

頃
ころ

に設
せっ

置
ち

さ 

れた 

③ 松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は旅
たび

の最
さい

後
ご

に白河
しらかわの

関
せき

を訪
おとず

れ、江戸
え ど

へ帰
かえ

っていった 

④ 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に初
はじ

めて、歌枕
うたまくら

として知
し

られるようになった 
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【第３５問】 

室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

に鹿
か

嶋
しま

神
じん

社
じゃ

で行
おこな

われた連
れん

歌
が

の会に参加するために白河を 訪
おとず

れた

のは誰
だれ

ですか。 

① 谷
たに

 文
ぶん

晁
ちょう

   ② 飯
いい

尾
お

 宗
そう

祗
ぎ

   ③ 曽
そ

良
ら

   ④ 西
さい

行
ぎょう

 

 

 

【第３６問】 

奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

とその周
しゅう

辺
へん

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 根
ね

田
だ

宿
しゅく

に「（伝
でん

）金
かね

売
うり

吉
きち

次
じ

兄
きょう

弟
だい

の墓
はか

」がある 

② 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に整
せい

備
び

された五
ご

街道
かいどう

の一
ひと

つである 

③ 小
こ

田
た

川
がわ

宿
しゅく

に「安珍
あんちん

」にまつわる碑
ひ

がある 

④ 「境
さかい

の明神
みょうじん

」は、明
めい

治
じ

以
い

前
ぜん

は牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

社
しゃ

と呼
よ

ばれていた 
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【第３７問】 

作
さっ

家
か

の中山
なかやま

義
ぎ

秀
しゅう

について、正しいものはどれですか。 

① 旧
きゅう

東
ひがし

村
むら

の生
う

まれである 

② 「厚
あつ

物
もの

咲
ざき

」で芥川
あくたがわ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した 

③ 慶
けい

応
おう

義
ぎ

塾
じゅく

大
だい

学
がく

に進
しん

学
がく

した 

④ 「咲
しょう

庵
あん

」を書
か

き終
お

えて、１００歳
さい

で亡
な

くなった 

 

 

【第３８問】 

大
たい

信
しん

地
ち

域
いき

にある建
けん

長
ちょう

の板
いた

碑
び

は、何
なに

で作
つく

られていますか。 

① 翡
ひ

翠
すい

    ② 松
まつ

     ③ 白河
しらかわ

石
いし

   ④ カヤ 
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【第３９問】 

源
げん

翁
のう

和
お

尚
しょう

と常
じょう

在
ざい

院
いん

について、間
ま

違
ちが

っているものはどれですか。 

① 南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

の曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

の僧
そう

である 

② 六
ろく

尾
び

の狐
きつね

殺
せっ

生
しょう

石
せき

の伝説
でんせつ

を描
えが

いた、県
けん

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

 

源
げん

翁
のう

和
お

尚
しょう

行
ぎょう

状
じょう

縁
えん

起
ぎ

」が残
のこ

されている 

③ 殺
せっ

生
しょう

石
せき

を教
きょう

化
か

したという伝
でん

説
せつ

がある 

④ 県
けん

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「木
もく

造
ぞう

源
げん

翁
のう

和
お

尚
しょう

坐
ざ

像
ぞう

」が残
のこ

されている 

 

 

【第４０問】 

（    ）にあては
 

まるものはどれですか。 

（     ）は全
ぜん

国
こく

的
てき

に発
はっ

見
けん

例
れい

が少
すく

ない上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

で、古
こ

代
だい

白河郡
しらかわぐん

を 

支
し

配
はい

した人
じん

物
ぶつ

の墓
はか

と考えられている。 

① 谷
や

地
ち

久
く

保
ぼ

古
こ

墳
ふん

       ② 鶴
つる

子
こ

谷
だに

古
こ

墳
ふん

   

③ 野
の

地
じ

久
く

保
ぼ

古
こ

墳
ふん

       ④ 下
しも

総
うさ

塚
づか

古
こ

墳
ふん
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【第４１問】 

白
しら

河
かわ

提
ちょう

灯
ちん

まつりについて、間
ま

違
ちが

っているものはどれですか。 

① 鹿
か

嶋
しま

神
じん

社
じゃ

の例
れい

大祭
たいさい

である 

② １年
ねん

おきの９月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

の三
みっ

日
か

間
かん

開
かい

催
さい

される 

③ ６００年
ねん

以
い

上
じょう

にわたり、白
しら

河
かわ

を代
だい

表
ひょう

する祭
さい

礼
れい

として親
した

しまれている 

④ 白
しら

河
かわ

藩
はん

主
しゅ

本
ほん

多
だ

忠
ただ

義
よし

より、鹿
か

嶋
しま

神
じん

社
じゃ

に神
み

輿
こし

の寄
き

進
しん

があったことが始
はじ

ま 

りとされてい
 

る 

 

 

【第４２問】 

白河提灯
ちょうちん

まつりの屋
や

台
たい

・山車
だ し

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

①  白河藩
しらかわはん

から屋
や

台
たい

や踊
おど

り子
こ

の数
かず

、衣
い

装
しょう

などについて制限
せいげん

が通
つう

達
たつ

され 

たことが
 

ある 

②  現在
げんざい

は、屋
や

台
たい

と山車
だ し

の引
ひ

き回
まわ

しは夜
や

間
かん

のみ行
おこな

われている 

③  屋
や

根
ね

飾
かざ

りの彫
ちょう

刻
こく

は、すべて昭
しょう

和
わ

以
い

降
こう

に製
せい

作
さく

されたものである 

④  すべての町
ちょう

内
ない

に山
だ

車
し

会
かい

館
かん

があり、一
いち

年
ねん

を通
とお

して見
けん

学
がく

できる 
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【第４３問】 

白
しら

河
かわ

提
ちょう

灯
ちん

まつりで行
おこな

われる各
かく

町
ちょう

の提灯
ちょうちん

行列
ぎょうれつ

について、（    ）にあ

てはまるものはどれですか。 

   長
なが

さ１０ｍ前
ぜん

後
ご

の竹竿
たけざお

２本
ほん

の先
さき

それぞれに提
ちょう

灯
ちん

がついていて、２本
ほん

揃
そろ

っ

て上
あ

げ下
さ

げする、（     ）を行列
ぎょうれつ

の隊形
たいけい

の先頭
せんとう

にする。 

① 高
たか

張
はり

提
ちょう

灯
ちん

      ② 元
もと

方
かた

提
ちょう

灯
ちん

   

③ 手
て

提
ちょう

灯
ちん

       ④ 先
せん

達
だつ

竿
かん

頭
とう

提
ちょう

灯
ちん

 

 

 

【第４４問】 

白
しら

河
かわ

だるま市
いち

（市
いち

神
がみ

祭
さい

）の歴
れき

史
し

について、間
ま

違
ちが

っているものはどれですか。 

① 現在
げんざい

確認
かくにん

されている最
もっと

も古い記
き

録
ろく

は、享
きょう

保
ほう

５年
ねん

（１７２０）の「白
しら

 

河
かわ

藩
はん

日
にっ

記
き

」である 

② かんながらで作
つく

った削
けず

り花
ばな

が多
おお

く売
う

られることから、「花
はな

市
いち

」とも 

よばれた 

③ 初
はじ

めてだるまが売られるようになった時期
じ き

は、「集
しゅう

古
こ

十
じっ

種
しゅ

」で明
あき

ら 

かになっている 

④ 昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

には、だるまが中
ちゅう

心
しん

的
てき

な売
う

り物
もの

となっていたと考
かんが

えられる 
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【第４５問】 

白河
しらかわ

だるまについて、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 江戸
え ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

ごろに、だるまが作られはじめたと考えられる 

② だるまが赤
あか

く塗
ぬ

られているのは、白
しら

河
かわ

地
ち

域
いき

で赤色
あかいろ

の顔
がん

料
りょう

が多
おお

く 

産
さん

出
しゅつ

されたためである 

③ 現
げん

在
ざい

は、だるまに目
め

を入
い

れて販
はん

売
ばい

するのが主流
しゅりゅう

である 

④ だるまの意
い

匠
しょう

は、市
いち

川
かわ

方
ほう

静
せい

が考
かんが

えたと言
い

われている 

 

 

【第４６問】 

白河
しらかわ

だるま市
いち

について、（   ）にあてはまるものはどれですか。 

   現
げん

在
ざい

は、毎年
まいとし

（    ）に開催
かいさい

され、天神
てんじん

町
まち

・中町
なかまち

・本町
もとまち

の３町
ちょう

が会
かい

場
じょう

となる。 

① １２月１１日      ② １月１１日   

③  ２月１１日      ④ ３月１１日 
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【第４７問】 

白河
しらかわ

の酒
しゅ

造
ぞう

業
ぎょう

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① その歴史
れ き し

は、１００年
ねん

以
い

内
ない

の新
あたら

しい産
さん

業
ぎょう

である 

② 酒
しゅ

造
ぞう

業
ぎょう

者
しゃ

の多
おお

くは、農
のう

村
そん

部
ぶ

に集
しゅう

中
ちゅう

していた 

③ 動
どう

力
りょく

は、風車
ふうしゃ

が主
しゅ

力
りょく

であった 

④ 酒
しゅ

造
ぞう

業
ぎょう

の振興
しんこう

は白河
しらかわ

藩主
はんしゅ

・松
まつ

平定
だいらさだ

信
のぶ

によるところが大
おお

きい 

 

 

【第４８問】 

県
けん

の重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されているものは、次のうちどれですか。 

① 白
しら

河
かわ

関
せき

まつり      ② 白河
しらかわ

だるま市
いち

    

③ 釜
かま

子
こ

納
のう

涼
りょう

盆
ぼん

踊
おど

り    ④ 奥
おう

州
しゅう

白
しら

河
かわ

歌
うた

念
ねん

仏
ぶつ

踊
おどり
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【第４９問】 

次
つぎ

の民俗
みんぞく

行
ぎょう

事
じ

について、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 「天道
てんとう

念仏
ねんぶつ

踊
おどり

」の天
てん

道
とう

とは、「テントウサマ」すなわち「太陽
たいよう

」 

を指
さ

す 

② 太
たい

鼓
こ

を用
もち

いて、無
む

言
ごん

で行
おこな

われる「中ノ沢
なかのさわ

権現
ごんげん

梵天
ぼんてん

祭
さい

」がある 

③ 白坂
しらさか

地区
ち く

に受
う

け継
つ

がれている芳
は

賀
が

須
す

内
うち

の神
か

楽
ぐら

は、防
ぼう

火
か

を祈
き

願
がん

するも 

のである 

④ 「関
せき

辺
べ

のさんじもさ踊
おどり

」は、戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で戦
せん

死
し

した霊
れい

を弔
とむら

うために 

はじまったと伝
つた

えられている 

 

 

【第５０問】 

次
つぎ

の民
みん

俗
ぞく

行
ぎょう

事
じ

のうち、正
ただ

しいものはどれですか。 

① 「十
とお

日
か

市
いち

ちょうちん祭
まつ

り」は、最
さい

後
ご

に「はねっこ踊
おど

り」が奉
ほう

納
のう

さ 

れる 

② 「八
や

幡
わた

宮
みや

下
した

熊
くま

野
の

講
こう

」は、朴
ほお

葉
ば

に載
の

せたもちと汁
しる

物
もの

を食
た

べ、祈
き

祷
とう

を 

行
おこな

う行
ぎょう

事
じ

である 

③ 「河
か

東
とう

田
だ

牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

祭
さい

」は、牛
うし

の健
けん

康
こう

を祈
き

願
がん

する祭礼
さいれい

である 

④ 「下
しも

新
しん

城
じょう

の天王
てんのう

祭
さい

」は「ナス天王
てんのう

祭
さい

」とも呼
よ

ばれている 



 

 


